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はしがき

本研究は､当教室で開発した炎症性変化特に潰瘍性大腸炎様病変を呈す

る大腸発癌モデルを基にした癌遺伝子および短抑制遺伝子の変化を追うと

ともに､情報伝達系に関与するアラキドン酸カスケード系やサイトカイン

の発癌過程への関わりを調べたものである｡従来の直接的な発癌物質によ

る細胞障害による発癌過程機序に加えて､炎症を含む生体反応というと卜

の防御反応と発癌との関係とそのバランスの重要性が示されたものと考え

ている｡癌の化学予防物質の発見と機序解明は現在発癌研究者間でのもっ

ともホットな話題の一つであるが､特に本研究ではアラキドン酸カスケー

ド系酵素のうちシクロオキシゲナーゼ抑制物質による発癌抑制への修飾を

検討した｡

加えて､ラット大腸発癌モデルにおける不死化に関わるテロメラーゼに

ついても検討し得た｡これは､ラットでのテロメラーゼ発現に関する最初の

報告となった｡

ここに､一般研究(C)､現､基盤研究(C)｢ラット大腸発癌過程のアラキ

ドン酸カスケード系酵素発現と化学予防剤の修飾作用｣に対する文部省科

学研究費として受け得た研究補助金での平成7年からの3年間の上記のご

とき成果を報告書にまとめたが､御批判､御助言を賜れば幸いである｡
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